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3.  中村稔さんと 
岡田謙司さん（020D）の対話

（26 ページ、「同窓生訪問（中村稔さん））から続く）

岡：さいたま文学館（埼玉県桶川
市）の開設（1997・平成 9年）に
あたっては色々とご指導をありが
とうございました。今回、「紫友
同窓会報」の取材に同行しまして
10 年ぶりにお伺いしました。

中：当時、僕は日本近代文学館の副理事長をしていた
のですが、全国に公立私立の多くの文学館が建てられ
た時期だったので、文学館はどうあるべきかについて
考えることが多かったのです。そこで、埼玉県が県立
の文学館を建てるというので、僕は色々と注文を付け
たのですが、そのため、ずいぶんご迷惑をおかけした
ことでしょう。

岡：私は当時、県の職員として担当を命じられまし
て、県出身作家の資料収集の苦労など多くの思い出が
あります。また同じ頃に中村先生と先年亡くなられた
歌人の篠弘先生（昭和 20 年入学 03・1933-2022）が母
校の大先輩であること知り、ご著書『私の昭和史』も
何度か読み返しておりました。
　今回、雑誌『ユリイカ』3 月号、4
月号に連載されている「故旧哀傷・栃
折多喜郎・五中D組群像」および「故
旧哀傷・中川一朗・五中 D組群像」
を拝読しました。
　『私の昭和史』でも有名無名を問わ
ず多くの人物が登場しますし、「五中
D組群像」でもざっと数えて 37.8 名
の同級生のお名前が出てきます。一人
ひとりの思い出を語っておられます
が、その並外れた記憶力にもとても驚
きました。

中：記憶力とおっしゃるけれど、僕は戦後になって
ずっとクラス会の世話をしていましたから。同級生の
方々の消息をかなり良く知っていたのです。D組の多
くは理科系、僕は文科系ですが、要するに、五中が好
きなんです、D組が好きなんですよ。
　それから、『ユリイカ』にも書きましたけど、五中
の四年から五年に上がる時に、「花札事件」というの

がありました。その年の 3 月の春休みに防空演習が
あって、クラスの一部の人、僕と仲が良かった連中で
すが、講堂の警備を命じられました。その時に講堂の
奥、厚手のカーテンで仕切られた中で、五年生が花札
をやっていた、と先生に告げ口されて、僕の親しい仲
間が次々に教員室に呼び出されたのです。僕は一高の
試験に失敗してすっかり落ち込んでいたので、その春
休みの防空演習をサボっていたからその事件に巻き込
まれなかったんですけどね。

岡：その事件と顛末というのは、やっぱり「五中」ら
しいですね。

中：結局、やった当人たちが口裏を合わせて英語カー
ドをいじっていたのだと言い張ったために、大ごとに
ならず終ったのですが、その後、我がクラスの代表が
告げ口をした四年生のクラスに出向いて謝らせたんで
す。代表って言っても我々の代表と決めたわけじゃな
くて、本人が代表だと名乗っただけの話なんですけど
ね。いったい、花札と英語カードを間違えるなんてこ
とは、ありえないですよね（笑）。戦後にことの真相
がわかってみると、四年生の告げ口が本当だったわけ
ですよ。ところが、告げ口された方が単語カードだっ
て頑張ったので、先生方が助かった面もあるんじゃな
いですかね。ご真影奉安所のカーテンの中で、防空演
習中に、花札を引いていたというんですからね。真相
が暴かれたら、学校側の責任にもなりかねなかった、
と思うのです。

岡：五中二年生の時に初めて詩を書いて『開拓』に投
稿されましたが、お兄さんの影響もあって中学２、3
年の頃までに『現代日本文学全集』（改造社版、円本全
集と呼ばれ広く親しまれた）をあらかた読まれたと。

中：今でも持っていますけれど、その中の 1巻『現代
日本詩集・現代日本漢詩集』を耽読していました。巻
末の解説（「明治大正詩史概観」）を北原白秋が書いて
いましてね、萩原朔太郎よりはもうちょっと後の時期
の詩まで入っています。この白秋の解説はなかなかい
いものでして、僕は、本気で僕の生涯の最後の仕事と
して北原白秋論を書いてみようかと思うくらいに、白
秋を尊敬していてるんです。
　今の現代詩人は、朔太郎以降の現代詩しか読まない
人が多いと思いますが、僕はその前の島崎藤村から蒲
原有明や薄田泣菫などを非常によく読みました。その
辺が今の現代詩人とちょっと違うんじゃないかなと、
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思いますね。薄田泣菫の詩など、とっても言葉が難し
いですよ。だけども、とってもいい詩ですよ。「公孫
樹下にたちて」とかね。いろいろ。

岡：詩作以外にどの様な趣味や娯楽がありましたか。

中：まず相撲はラジオで聞いていただけですが、双葉
山が 69 連勝で終わり、安芸ノ海に負けた時の放送を
憶えています。1年 2 場所制（春場所と夏場所だけ）
でしたが、ラジオ放送にずいぶん熱中しました。た
だ、これは小学校のころのことで、五中では相撲が話
題になったことはなかったと思います。
　野球は六大学が全盛で、職業野球と呼んでいたプロ
野球は、『読売新聞』だけが記事にしていました。新
聞の記事も夏の中等野球は『朝日』、春の選抜と都市
対抗は『毎日』とすみ分けていたのですが、野球好き
な父に連れられて職業野球を何回か見ています。とり
わけ父はセネタースが贔屓で、法政出身の苅田久徳と
いう内野手の華麗で敏捷なプレイが印象的でした。

岡：映画もよくご覧になっていますね。当時の五中に
は特に制限はなかったのですか。

中：『ユリイカ』に書いたとおり、私たちは映画少年
でした。『キネマ旬報』のベストテンに入った映画を
観るためにいろいろの映画館を訪ねました。あの時代
ですが、学校側から映画をみるのを制限された憶えは
まったくありません。黒澤明が「姿三四郎」（1943 年公
開）で、木下恵介が「花咲く港」（1943 年公開）でデ
ヴューしたのがほぼ同時期で、前者のカメラワークの
綺麗だったこと、後者の上原謙の喜劇的才能に吃驚し
たものでした。上原謙は戦前の典型的な二枚目だった
から、小沢栄太郎とのコンビが実にユニークでした。
　黒澤は「姿三四郎」以前に『日本映画』という雑誌
に「達磨寺のドイツ人」というブルノ・タウトをモデ
ルにしたシナリオを発表していたので、名前を早くか
ら知っていました。この雑誌に、伊丹万作が「静臥雑
記」という随筆のような映画評を連載していたので愛
読していました。その意味では、伊丹万作が私に映画
の見方を教えてくれたと思っています。「無法松の一
生」（1943 年公開）は伊丹万作のシナリオ、稲垣浩監
督で、坂東妻三郎、園井恵子出演の映画ですが、これ
を観た時の感動は忘れられません。

岡：いずれも昭和 18 年の公開ですから、五中五年生
の時にリアルタイムでご覧になっているのですね。こ

れが翌年春に一高（文科）に入学すると、戦争がより
身近に、ご自身の周りに迫って来ますが、その頃の気
持ちはどのようなものでしょうか。

中：それは漠然とですが（近いうちに必ず兵隊に採ら
れて死ぬことになる）という気分をつよく持っていま
した。僕が戦争の意味を考えるようになったのは、一
高に入ってまもなくの頃ですね。戦後に宗左近（詩人・
仏文学者・1919-2006）という名前で詩人になった上
の学年の古賀照一さんが入営することになり、その壮
行会が古賀さんの家であった時に、僕はいいだももと
一緒にでかけたのですが、そこで、白井健三郎さん
（文芸評論家・フランス文学者・1917-98）と橋川文三
さん（政治学者・評論家・1922-83）との大論争が起こっ
たのです。つまるところ（最後の拠り所は）橋川さん
は人間であることよりも日本人であることが先だとい
う立場。白井さんは日本人であるより前に、人間であ
ることが先だという立場でした。それで橋川さんが白
井さんに、お前、ぶった斬る、と怒鳴ったのに、白井
さんは平然としていた。（白井さんの）日本人である
よりも人間であることが先だってことは、無意味な戦
争の為に人間としての尊厳を犠牲にして死ぬことはで
きないっていうことなんですね。一方、日本人である
ことが先だっていう橋川さんの立場は、要するに国難
に殉じて死ぬのは日本人である以上、当然だというこ
とでしょう。橋川さんは当時の日本浪漫派に影響され
ていたのです。それで橋川さんは戦後になってから、
日本浪漫派研究っていう立派な著書をお書きになった
けど、その当時からの考えをご自身で突き詰めていっ
たのです。
　僕としては、そういう場ではじめて自分の生き方を
突き詰めて考えるようになったっていうか、それまで
は気分として厭戦的でしたが、思想として反戦的では
なかった。白井さんの影響で思想として反軍国主義に
なった、そういう感じがします。

岡：先ほどの戦時下の学校生活のお話から視野を広げ
て、当時の世相や趣味のことまで伺いました。お話は
汲めども尽きぬ感がありまして、伺いながら 98 歳と
いう御年になられていることがまるで信じられませ
ん。我々後輩としまして、今後とも精力的な執筆活動
を続けられることを願っております。本日はありがと
うございました。

中：はい、やっぱり五中ですからね。立志開拓創作で
すよ。

中村稔さんと岡田謙司さん（020D）の対話
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事務局だより
事務局長　月田陽子（029B）

事務局は、029B 月田陽子、030A 清水潤子、035G
駒田晴美の 3 人で担当しています。原則、火・金曜日
が在室日ですが、その他の日はメール、留守電、FAX
でご用件を承っています。お気軽にご連絡ください。

ホームカミングデー
本年度も学校創作展に合わせた開催を検討中です。

決まりましたら同窓会 HP でお知らせします。

名簿の変更について
引越しや改姓などによる登録情報の変更がある場合

には、変更内容を、事務局までメール、電話、Fax で
ご連絡ください。

なお、会報が届いていない方は名簿上住所不明と
なっています。周囲にそのような方がいらっしゃいま
したら、ぜひ事務局に連絡するようお声がけください。

（WEB 名簿の公開機能は停止中です。詳しくは、P14
【WEB 名簿の停止について】をご覧ください。）

会費の納入について
紫友同窓会の運営は同窓会員の納入会費によって成

り立っています。財政運営状況を健全に維持するため
に、2014 年からは毎年 2,000 円の会費を納めていただ
くことになっています。納入には下記の 4 種類の方法
があります。
①　郵便局：会報の宛名台紙に印刷された「払込取扱

票」をご利用ください（振込手数料は同窓会負担）。
②　銀行振込：紫友同窓会口座にお振り込みください

（振込手数料はご負担願います）。
　　※振込の際は、「卒業回または卒年次」「クラス」「お

名前」を必ずご記入ください。（記入例　030A
シユウタロウ ）

③　コンビニ支払・スマホ決済：2022 年度より導入
しましたので、宛名台紙に印刷された「払込取扱
票」をご活用ください（振込手数料は同窓会負担）。

④　口座自動引落し：毎年振込の煩わしさを解消する
ため「口座振替サービス」を導入しています。口
座振替依頼書はホームページに掲載していますが、
見られない方は事務局にご連絡いただければ郵送
いたします。今年度分からの口座振替を希望され
る方は、事務処理の都合上 10 月 15 日までにお申
し込みください（振替予定日は 11 月 27 日です）。

東洋文庫ミュージアムの利用について
年会費を納入された会員の方は、無償で同施設の観

覧、利用ができます。利用希望者は、事務局にて会員
証を発行しますので、初回利用日の 2 週間前までに事
務局へご連絡ください。

なお現在、同ミュージアムは施設工事中のため、
2026 年 1 月頃まで休館となります。ご注意ください。

紫友スタジオ
百周年記念事業の目玉として取り組んだ「紫友交流

室」で、リアル交流の活動拠点となる「紫友スタジオ
（収容人数：約 20 人）」を開設しています。場所は、
不忍通りをはさんだ学校の向かい側、1 階にキャピタ
ルコーヒーがあるビルの地下です。クラス会、会議 ･
セミナー、楽器練習等に、ぜひご活用ください。

《紫友スタジオ利用の手引き》
https://www.shiyu-dousoukai.jp/100shuunen/studio/
stdio-manual.pdf

紫友文庫
会員の皆様から寄贈された同窓生・小石川に関する

著書を「紫友文庫」と名付け、配架しています。一覧
はホームページでご覧ください。閲覧・貸し出しは事
務局までご連絡ください。また、ご著書の寄贈もお待
ちしています。

評議委員について
同窓会と会員をつなぐパイプ役として、各クラスか

ら 1~3 名の方を評議委員として選出していただいてい
ます（評議委員の一覧はホームページを参照ください）。

評議委員には、クラスを代表して同窓会の運営・活
動へのご意見等をいただいています。欠員のあるクラ
スは、クラス会幹事など実質的に活動されている方に
お引受けいただき、事務局へご連絡ください。また、
評議委員会への出席率向上のため、可能であれば各ク
ラス 2 名以上の方を選任いただくようお願いします。

「紫友みらい基金」へのご寄付のお願い
母校創立百周年を契機に、母校支援・同窓生交流促

進等の「新しい同窓会活動」がスタートし、活動を継
承する基盤として百周年募金の残余金を原資に「紫友
みらい基金」が創設されました。基金充実のため、百
周年後 10 年間でさらに 1 億円の募金を目標としてい
ます。会員・客員の皆様のご協力をお願い致します。
基金名称：紫友みらい基金
1．募金の目的
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 ①　教育支援活動
 ②　交流促進活動
 ③　小石川の杜プロジェクト（内容見直し中）

2．募金目標額　1 億円（2019 年～ 10 年間を想定）

【返礼品の贈呈】
一口 5,000 円以上のご寄付に対して、同窓会または

ご協賛いただいた同窓生提供の物品・サービスを返礼
品として贈呈いたします。右記、返礼品一覧表の該当
カテゴリからご希望のものを 1 点お選びいただき、お
申し込みください。
※ご寄付 1 回毎に贈呈し、期間内に何回でも可。
※ 当基金への寄付は、税の優遇措置・控除対象には該

当しませんので、あらかじめご了承ください。
【ご寄付と返礼品の申し込み方法】
①　郵便局：会報の宛名裏面に印刷された「払込取扱

票」をご利用ください（手数料は同窓会負担）。
返礼品については、払込票の「通信欄」にご希望
の品のコードをご記入ください。

　　（例）A-1 希望
②　銀行振込を利用されて紫友同窓会口座にお振り込

みされる方は、下記枠内の QR コードよりご希望
の返礼品をお選びください。

※年会費2,000円と合算した額をお振り込みください。
振込金額のうち、会費 2,000 円を超える金額が「紫
友みらい基金」へのご寄付となります（会費が優先
的に納入されます）。

【返礼品提供ご協力者の募集】
返礼品提供にご協力いただける方を募集しています。

ご協力いただける同窓生の方、またはそのような方を
ご存じの方は、ぜひ事務局までお知らせください。

【返礼品一覧】（2025 年 6 月現在）
※最新情報は同窓会 HP でご確認ください。

カテゴリA（寄付額5,000円以上10,000円未満）
A-1　野老朝雄さん（040E）意匠マグネット（紫）
A-2　懐かしの校舎イラスト絵葉書セット（紫）
A-3　オリジナルマスクケース（紫）

カテゴリB（寄付額10,000円以上20,000円未満）
B-1　スマホホルダー“elastiX”（塚）
B-2　和柄小物（文庫ブックカバー）（窪）
B-3　ロワイヤルヴェルジュ（蒲萄調味料）1 本（中）
B-5　新潟胎内黒川農産のコシヒカリ 1 ㎏（安）
B-6　書籍「我らは伊藤長七の教え子だった」（紫）

カテゴリC（寄付額20,000円以上50,000円未満）
C-1　和柄小物（名刺入れ）（窪）
C-2　蒲萄ジュースとヴェルジュセット（中）
C-3　クリエーションファーム産　赤ワイン 1 本（中）
C-5　新潟胎内黒川農産のコシヒカリ 5 ㎏（安）
C-6　小石川百年史 3 部セット（紫）

カテゴリD（寄付額50,000円以上）
D-1　クリエーションファーム葡萄狩りセット（中）
　　 （ワイン＋ジュース + ヴェルジェ各 1 本）
D-2　ショコラ房商品詰め合わせ（伊）
D-3　久右衛門邸ランチコース１名様食事券（伊）
D-4　新潟胎内黒川農産のコシヒカリ 10 ㎏（安）
D-5　カシミヤストール（百周年記念制作品）（紫）
D-6　ペンションムーミンパパ 1 名宿泊券（太）
※黒川農産のお米は 2025 年米を予定しています。

※協賛同窓生等の略称
 紫友同窓会＝紫、塚田憲さん（017D）＝塚、
太田善万さん（021G）= 太、窪田慎三さん（022D）= 窪、
中村良行さん（029F）=中、伊藤紀幸さん（035E）＝伊、
安城守英さん（053F）・あゆみさん（058D）= 安

【郵便局】口座番号　00110-2-11869　
加入者名「紫友同窓会」

【銀　行】みずほ銀行駒込支店　普通口座 0629241
名義「シユウドウソウカイ」
※振込の際は、必ず 「卒回または卒年次」「クラス」「お名前」をご記入ください。（記入例：030A シユウタロウ ）
※使途を指定される寄付は「お名前」の後ろに下記の数字を付記してください。（記入例：030A シユウタロウ-2）

教育支援活動（教育支援口⇒1）交流促進活動（交流活動口⇒2）

※問い合わせ　紫友同窓会事務局　原則として、火曜と金曜の 10 時から 17 時まで在室
Tel/Fax 　　03-3945-1961（留守電あり）

メールアドレス　jimu-kyoku@shiyu-dousoukai.jp

会費・寄付の振込先「紫友同窓会口座」
銀行振込の方向け
返礼品申し込みQRコード→
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卒クラス 逝去者氏名 逝去年月日

旧職員（家庭）大町　淑子 2023.3.22

旧職員（生物）下河　嗣朗 2024.5.7

旧職員（保体）藤田　幸康 2025.1.14

旧職員 山下　龍二 2011.3

旧職員（家庭）稲葉　ふみ 2024.7.13

旧職員（化学）長谷川俊明 2025.1

五中 17A 長島　　喬 2024.12.24

五中 18B 高崎　英雄 2023.12.21

五中 18D 堀江　良雄 2024.3.13

五中 19C 山口　勝也 2023.10.16

五中 19E 上保　利則 2023.9.30

五中 20B 佐藤　忠一 2024.7.29

五中 21A 俵藤　正克 2024.6.22

五中 21B 中村　　繁 2022.2

五中 21C 宮崎　達雄 2024.9.30

五中 21E 野上　芳美 2024.3.15

五中 22C 岡上　忠夫 2019.2.25

五中 22C 太田　敏治 2020.6.28

五中 22D 濱野　恒雄 2024.8.7

五中 22D 横田　剛男 2024.6.23

五中 23B 畑　英次郎 2023.8.4

五中 25A 鈴木　至誠 2024.6.27

五中 25B 高柳　誠一 2023.1.23

五中 25D 齋藤　和彦 2018

五中 25E 森　　和久 2024.10.14

五中 25 中村　幸男 2024.3.25

五中 26C 森　　啓一 2024.9.19

01A 倉持　二郎 2020.3.22

01B 杉　　和

01D 近藤　八郎 2023.10.25

02B 関　　三雄 2023.12.17

02D 山本　幸雄 2024

02E 大門　啓治 2024.5

02E 早川　一雄 2024.4.20

02E 別府　哲雄 2024.4.21

02F 長崎　史朗 2024.8.4

03A 青山　貞夫 2024.11.29

03A 三橋　　淳 2024.8.12

卒クラス 逝去者氏名 逝去年月日

03A 初川　修一 2024.3.19

03B 吉田祺一郎 2025.3

03C 半田　慎雄 2024.10.31

03C 藤井　正明 2017.8.31

03C 増田　　実 2023.10.18

03D 原田　　穣 2024.7.25

03F 近藤　嘉明 2025

03F 佐藤　　徹 2011.1.2

03G 石川　治郎 2021

03G 台　　博 2020.9.15

04B 関島善三郎 2019

04B 高橋　康之

04C 島田　尚三 2024

04C 田村　武男 2020

04D 遊馬勝次郎 2024.9.24

04F 川村　一郎 2023.6.19

04F 瀧内　槙雄 2023.6.2

04G 高木　英也 2024.10.9

04G 浜口　義曠 2021.8.31

04H 柿沼　信義 2024.3.25

05A 佐々木純一 2023.2.24

05B 鈴木　澄男 2024.3.2

05C 小林　　裕 2024.3

05D 本多　　滋 2019.3

05E 増島　淳隆 2024.8.25

05G 粟生　敏明 2024.5

05H 内藤　満義

06D 速水　明憲 2024.6.10

06E 岡野　　薫 2024.1.4

06E 田畑　紀子 2024.5.26

06E 西尾　幹二 2024.11.1

06F 加藤　喜市 2024.4

06F 高原　康彦 2025.6.3

06G 佐野　弘藏 2022.2

06G 鈴木　　藹 2022

06H 小野　章一 2023.10.12

06H 水野　悦子 2023.12.1

06H 水野　　基 2023.11.30

卒クラス 逝去者氏名 逝去年月日

07B 青木　秀之 2025.3.12

07C 福島　利夫 2022.7.28

07F 丸田　康穂 2024.1

07G 田島　信弘 2021

07H 花澤　豊伸 2016.9.10

07H 横瀬　弘志 2024.9.12

08C 川村　知哉 2024.1.4

08C 高橋佳代子 2024.5

08C 松元　驥一 2023.4.10

08E 小川善次郎 2021.2.15

09E 林　　秋雄 2022

09F 荒井　　徹 2024.1.27

010A 佐藤　隆司 2024.8.17

010A 森屋　茂雄 2024.9.30

010D 小山　行直 2024.8.2

010D 高橋　幸夫 2023.12.22

011A 大塚　　融 2024.10.15

011A 大村　好久 2023.4.1

011B 池埜　紀慶 2021.12.23

011C 伊藤　敦之 2024.4

011C 小林　逸郎 2024.5.14

011H 青山　正男 2024.4.18

011H 柴田惣一郎 2023

012B 高橋　匡司 2024.1.30

012D 松原　秀之

012D 柳生　忠義 2024.1.29

012E 関矢　英士 2023.12.15

012F 小沢　征行 2024.2.28

012H 中沢　新吾 2017

013D 鈴木　俊郎 2017

013F 熊木　大吾 2023.11.4

014C 戸部　勝亮 2024.7.4

014F 日下部康明 2023.4.28

014H 田中　祥子 2024.9.25

014H 榊山　　襄 2024.11.4

014H 三宅　康雄

015E 加藤　將己 2024.3.1

015H 久保田　敦 2025.4.13

卒クラス 逝去者氏名 逝去年月日

015H 吉田　　徹 2023.11.20

016B 和田　誠一 2023.11

016C 長嶋　憲一 2024.7.9

016D 田上　幹樹 2024.8.8

016E 中西　一雄 2023.12.17

016F 小林　淑恵 2022.3

016G 石川　盛士 2025.2.2

017E 野島　健児 2013

018C 五十嵐徹也 2025.3

018G 二宮　元彦 2021

018J 愛沢　豊重 2024.4.2

019C 持田　洋美 2023.12.20

019E 山本　俊夫 2024.10.30

019H 草野　順子 2023.9.5

020H 横山みね子

020H 田中　幸子

021B 樋口　芳雄

021D 今井　　透 2024.5.15

021E 望月　　昭 2021.10.1

021G 円谷千恵子 2024.7

021H 多田　花子 2024.10

021H 藤田　　武 2024.10.20

022A 松永　　信

022E 宮下　　修 2023

023B 橘田　秋彦

023B 久貝　正巳 2019.8.4

023H 高田　綾子 2018.6.8

025B 岩城真理子 2025.6.1

025B 松本　清二 2024.8.18

027I 加藤　孝司 2024.4.3

028H 池田由美子 2023.11.27

029I 大同　久明 2024.7.1

030B 荒井　政美 2023.10.20

030D 宮内　栄吉 2024.1.7

032E 埋田　和美 2024.8

034I 白井　　徹 2024.5

○逝去者一覧
　前号の発行以降に事務局にご連絡いただいた方々です。
　心よりご冥福をお祈り申し上げます。 （敬称略）
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 編 集後記
〇同級生の鈴木善博新会長から真摯で丁寧なお誘いを
受け、逡巡の末に今号から同窓会報のお手伝いをする
ことになりました。大学卒業以来 30 年以上出版社勤
務だったとはいえ、おもに小説の編集をしていた私に
とって冊子作成は未経験。精力的に動かれる並木さん
のもとで学びつつ、校正中心の作業に励みました。並
木さんと同じ小学校出身だったのも、何かの縁かもし
れません。
〇卒業以来半世紀ぶりに学校の敷地内に足を踏み入れ、
紫友会館の変わらぬ佇まいに懐かしさを感じるととも
に、校正を通して同窓生の方々の多方面に亘るさまざ
まなご活躍、在学生との熱心な関わりなどを知り、紫
友同窓会の大きな意義を感じています。携わっている
方々、お疲れさまでした。� 草野頼子（029�C）

〇会報グループに加わって 10 年、退職後は前任の岩
瀬恵子さん（025�I）から編集長の名を引き継いで 9年、
今号で小生の編集作業はいったん区切りとします。こ
の間、計 10 冊の「会報」を発行しましたが、勝手に
記事が集まるわけはなく、A4 判 64 ページ 2 段組を
満たすには、常時アンテナを高く張り、伝手を辿って
時の話題や人物を見つけることが必要でした。それで
も、小石川の名でお願いすれば、どなたも快く引き受
けてくださり、『同窓生訪問』には毎回、多彩な人物
が登場しましたし、『吾が校友の精神を』にご寄稿は
途絶えませんでした。

表紙の言葉　「エナガ団子」
  内山　懋（うちやま　つとむ） （011）
　冬から春の林を散策していると愛らしいエナガの群れに出合うことがあります。ジュリリ、ジュリリ、と
鳴きながら枝から枝へと移動していきます。
　そんな彼らが枝に一列に横に並んで押しくらまんじゅうしてることがあります。
　エナガだんご、と言われています。
　どんな意味があるか分かりませんが、なんとも愛らしいほっこりした気分になります。「絵になるな！」と
思いその姿をデッサンしてみました。できた図を眺めていますと小鳥たちの姿が昔の仲間のように見えてきて
親しみと懐かしさが湧いてきます。エナガだんごではなく同窓生だんご、とでも名付けてみたくなりました。
　そんな訳で作品としては未完成ですが、紫友会報に投稿いたしました。この未完成のイメージデッサンに
筆を重ねてもこれ以上のものができる自信がありません。体裁を気にして過度の説明を加えたり、修正に塗
り重ねで焦点がぼやけてしまう失敗を随分繰り返してきました。
　「そこで止め！」と諭してくれる先生か神様が居てくれたら……いつも思います。この未完の「エナガ団
子」、どう油彩作品に仕上げていくか、悩ましい限りです。

〇まさに光陰矢の如くの 10 年、古くなった自宅 PC
上には会報に関わった同窓生皆様とのやり取りが大切
に残っています。中にはもうお会いすることができな
い方々もあって、恐る恐るした原稿の督促や直しのお
願いなど、みんなが思い出となりました。
〇今号の特集『五中・小石川と戦争』はいかがだった
でしょうか。意あって力足らず、素人の独り相撲の感
がありますが、中村稔さんと成田攻さんから貴重なお話
も伺えました。前号までの相棒だった故嶋沢裕志さん
へ、企画は何とか形になったよと伝えます。
〇同窓会も戸叶前会長から鈴木新会長へバトンが引き
継がれました。これからは気ままに事務局を訪れ、皆さ
んとたわいのないおしゃべりを楽しむつもりです。� �
「また来てる」なんて、言わないで。� 並木隆（022�E）

紫友同窓会会報　第 53 号
2025 年 7月 31 日　発行

発　行：都立小石川中等教育学校　紫友同窓会

事務局：〒 113-0021　東京都文京区本駒込 2 - 29 - 29
都立小石川中等教育学校内
TEL・FAX　03 - 3945 - 1961（留守電アリ）

（原則火・金曜日の 10 時から 17 時まで在室）
メールアドレス jimu-kyoku@shiyu-dousoukai.jp
※同窓会事務局のアドレスが変更になりました
ホームページ　https://www.shiyu-dousoukai.jp

（または“紫友同窓会”で検索）
印刷所：株式会社 木元省美堂
 非売品
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世界三大音楽コンクール
エリザベート王妃国際
2025 Finalist 入賞

特別価格【3000円】送料無料

お申込み pfspica@gmail.com

ピアニスト

ブラームス
   シューベルト
      リスト

【紫友同窓会の皆様、いつも温かい応援を有難うございます♪】

トラットリア・イタリア文京店
東京都文京区本駒込2-28-10 文京グリーンコート1F
JR駒込駅 徒歩8分 三田線千石駅A3出口 徒歩5分
営業時間 11：30 〜 22：30 / 150席 （個室 2） / 年中無休 / 駐車場あり
yoyaku@kyoei-kikaku-group.co.jp
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